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こんにちはこんにちは 平成２９年６月１６日

「ふるさとを愛し、 壬生町立壬生北小学校長

心豊かでたくましい実践力をもった児童の育成」 渡邉 晴江

花壇の草花がパンジーからマリーゴールドや百日草など夏の草花に模様替えをしました。また、プ

ールでの学習が始まり、子どもたちの元気な声が校長室まで聞こえてきます。梅雨空に負けずに、子

どもたちは充実した活動を展開中です。

～５・６年生の明るいあいさつは、下級生のお手本です～

○５／１８（月）・２０（火）6年生修学旅行

1日目は、自分たちで計画したコースを歩き、鎌倉の歴史につい

て学びました。2日目は、地元のボランティアガイドさんに案内し

てもらい、横浜市の歴史と現在の様子について学びました。2日間

とも班別行動で自分たちの足で歩き、肌で歴史の重さを感じること

ができました。協力し知恵を出し合い、自分たちで考え、判断し行

動することができました。

○６／７（水）壬生町陸上記録会 ５・６年全員参加

開閉開式の態度、元気なあいさつは立派でした。特に「町民の歌」

は一番元気よく声高らかに歌えました。競技もあきらめずに最後ま

で全力でがんばりました。どの子も自分の持っている力を精一杯発

揮することができました。

～入賞おめでとう～

・６年男子１００ｍの部 １位 臼井 笙（１４秒２０）

・ 〃 ２００ｍの部 ４位 入江 柊太（３１秒８３）

・ 〃 走り幅跳びの部 １位 臼井 笙（４ｍ１７㎝）

・ 〃 走り高跳びの部 ４位 粂川 陸（１１５㎝）

・６年女子１００ｍの部 ５位 中島 ひなた（１５秒７６）

・ 〃 走り幅跳びの部 ２位 中島 ひなた（３ｍ４８㎝）

・５年男子走り高跳びの部 ３位 石井 伊吹（１０５㎝）

・５年女子１００ｍの部 ６位 鈴木 美音（１６秒６５）

・ 〃 走り幅跳びの部 ３位 鈴木 美音（３ｍ１８㎝）

・ 〃 走り高跳びの部 ６位 石川 結楽（９５㎝）

第1回学校評議員会６／１４（水）

昨年度に引き続き３名の方にお世話になります。どうぞよろしくお願いします。

・菊地 一雄様（上田）

・粂川 高徳様（助谷）

・大関 理恵子様（上田）

全学年の授業を見ていただきました。どの学年も真剣な表情で授業に取り組み、活発に発表し合っ

ている様子から、子どもが元気に育っている学校は安心できるとの感想をいただきました。地域に開

かれた学校づくりのため、いろいろな角度から学校を見ていただき、助言をいただきます。



奉仕活動お世話になりました。

暑い中、多くの保護者の皆様に参加していただきました。側溝の土

さらい、正門前のこさ切り、農園や校庭の除草などをやっていただき

ました。校庭の至るところがきれいに整備され、安全で美しい環境に

なりました。保護者の皆様には、担当場

所が終わると、次の場所を見つけて作業

するなど、率先して動いていただきまし

た。一緒に活動していた子どもたちにとっても、保護者の皆様の姿を見

て多くのことを学ぶ機会となりました。ありがとうございました。

子どもた

ちは、各学

年担当の花壇の除草を行い、「マリーゴ

ールド」「インパチェンス」「サルビア」

「百日草」などの夏用の草花を植えま

した。花壇が色鮮やかに美しくなりま

した。

毎月８日は「親の日」
ある日の公園でのできごとです。お父さんと小学校低学年くらいの女の子の親子連れが、歩いてい

ました。お父さんは、スマホの画面を見ながら歩いていました。女の子が「池の魚を見たい。」と話

しかけたところ、お父さんは「いいから、行くよ。」とスマホの画面を見つめたまま女の子の手を引

っ張り行ってしまいました。この光景をどう思いますか。子どもの好奇心の目を摘むふるまいに疑問

を感じます。

最近、親がスマホ依存に陥っているため、子ども、特に６歳までの幼少期の子どもが安心できる関

係「心の安全地帯」を体験できないまま育ち、その結果、「自分の感情をコントロールする力」や「他

者を信頼する力」などの、幸福になる上で必要な生きる力を欠いたまま生きることになってしまうと

いう話を聞きました。コミュニケーションツールとして便利なスマホですが、スマホに振り回されて

いる状況があるとしたら、健全ではないように思います。

親子間においては、幼児期に「泣く」「呼ぶ」「甘える」などの行動に親が応えるという、情緒的

なやり取りを必要とする期間に「心の土台づくり」が行われないと、

人格の基底的な部分が育たないまま成長してしまうそうです。家庭

での親子関係づくりは、人格を形成する根っこの部分を担っている

ことになります。

毎月８日は「親の日」です。「いい親の日」宣言を御存じですか？

・子どもを大切にします。

・家族団らんの時間を持ちます。

・おとな自ら規範を示します。

・正しい生活リズムをつくります。

・人の悪口を言いません。

子育ての期間は案外短いものです。今、お子さんに目をかけ、手をかける時間を十分

にとってあげてください。そして、たくさん、たくさんほめてあげてください。


